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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和機（１０）を動作させるアクチュエータのインバータ（６１）を駆動する空気
調和機のインバータ駆動装置であって、
　前記インバータに駆動信号を出力する駆動回路（６５）と、
　前記駆動回路を制御するマイクロコンピュータ（６３）と、
　前記駆動回路のインバータ駆動用電源（ＰＳ２）を遮断可能に前記駆動回路に接続され
ている第１機械式リレー（ＲＹ１）と、
　前記マイクロコンピュータに電力供給を続けるインバータ制御用電源（ＰＳ３）と、
　前記マイクロコンピュータに異常信号を送信するための異常信号送信回路（６６）と、
を備え、
　前記第１機械式リレーは、前記駆動回路の前記インバータ駆動用電源に接続されている
共通接点（ＣＰ１）、前記駆動回路に接続されているブレーク接点（ＣＰ２）、及び前記
異常信号送信回路に接続されているメーク接点（ＣＰ３）を含み、空気調和機の異常が検
知されて前記アクチュエータの駆動の停止が要求されたときに、前記駆動回路の前記イン
バータ駆動用電源を遮断する、空気調和機のインバータ駆動装置。
【請求項２】
　前記アクチュエータについての停止の要求を受けたときに開いて、前記駆動回路の前記
インバータ駆動用電源を遮断するように前記第１機械式リレーを動作させるための第１接
続ポート（Ｘ１Ａ）をさらに備える、
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請求項１に記載の空気調和機のインバータ駆動装置。
【請求項３】
　前記第１接続ポートに接続され、前記アクチュエータについての停止の要求を受ける第
２機械式リレー（ＲＹ２）と、
　前記第１機械式リレー及び前記第２機械式リレーがそれぞれ取り付けられている別体の
第１基板（ＰＣＢ１）及び第２基板（ＰＣＢ２）と
をさらに備える、
請求項２に記載の空気調和機のインバータ駆動装置。
【請求項４】
　前記第１接続ポート及び前記第１機械式リレーに直列に接続され、緊急停止時に開放さ
れる緊急停止回路が接続される第２接続ポート（Ｘ２Ａ）をさらに備える、
請求項２又は請求項３に記載の空気調和機のインバータ駆動装置。
【請求項５】
　前記アクチュエータは、圧縮機（３１）であり、
　前記第１機械式リレーは、前記圧縮機の高圧異常が検知されて前記圧縮機の駆動の停止
が要求されたときに前記駆動回路の前記インバータ駆動用電源を遮断する、
請求項１から４のいずれか一項に記載の空気調和機のインバータ駆動装置。
【請求項６】
　前記マイクロコンピュータは、インバータ駆動装置の電源投入時に前記第１機械式リレ
ーが遮断状態から前記駆動回路の前記インバータ駆動用電源を接続するまで前記駆動回路
に前記アクチュエータを動作させる制御がなされないようにマスク処理を行なう、
請求項１から５のいずれか一項に記載の空気調和機のインバータ駆動装置。
【請求項７】
　前記マイクロコンピュータは、前記アクチュエータの駆動の停止が要求されたときに前
記駆動回路に前記インバータを停止するように前記駆動信号を出力させる制御を行なう、
請求項１から６のいずれか一項に記載の空気調和機のインバータ駆動装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に設けられているアクチュエータのインバータを駆動する空気調
和機のインバータ駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、空気調和機には、インバータによって駆動されるモータなどインバータ駆動のア
クチュエータが多く使用されている。例えば、空気調和機には、インバータによって駆動
されるモータで圧縮機が回転されるものがある。そして、特許文献１（特開２００７－１
０７７８１号公報）や特許文献２（特許第４１５１１８８号公報）に記載されているよう
に、インバータ駆動される圧縮機のインバータがマイクロコンピュータによって制御され
ているものがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載されている空気調和機では、空気調和機において異常が発生して圧縮
機を停止させる場合に、マイクロコンピュータに異常を知らせてマイクロコンピュータか
らインバータに出力されるインバータ駆動波形信号を変化させてインバータを停止させて
いる。その上、インバータに接続されている給電ラインを切断して、インバータの駆動電
圧の供給を強制的に切断している。
【０００４】
　しかし、マイクロコンピュータのインバータ駆動波形信号を変化させるために半導体装



(3) JP 6464903 B2 2019.2.6

10

20

30

40

50

置が使われ、インバータの駆動電圧の供給を強制的に切断する際にも半導体装置が使われ
ている。このように異常が検知されたときの圧縮機の停止に半導体装置が使われると停止
の確実性が半導体装置の信頼性に依存してしまう。
【０００５】
　本発明の課題は、空気調和機で異常が検知されてアクチュエータの駆動の停止が要求さ
れたときに、インバータで駆動されるアクチュエータの駆動の停止の確実性を向上させる
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置は、空気調和機を動作させる
アクチュエータのインバータを駆動する空気調和機のインバータ駆動装置であって、イン
バータに駆動信号を出力する駆動回路と、駆動回路を制御するマイクロコンピュータと、
駆動回路のインバータ駆動用電源を遮断可能に駆動回路に接続されている第１機械式リレ
ーと、マイクロコンピュータに電力供給を続けるインバータ制御用電源と、マイクロコン
ピュータに異常信号を送信するための異常信号送信回路と、を備え、第１機械式リレーは
、駆動回路のインバータ駆動用電源に接続されている共通接点、駆動回路に接続されてい
るブレーク接点、及び異常信号送信回路に接続されているメーク接点を含み、空気調和機
の異常が検知されてアクチュエータの駆動の停止が要求されたときに、駆動回路のインバ
ータ駆動用電源を遮断する。
【０００７】
　第１観点のインバータ駆動装置においては、空気調和機で異常が検出されてアクチュエ
ータの駆動の停止が要求されたときに第１機械式リレーによって駆動回路のインバータ駆
動用電源が遮断されるので、第１機械式リレーの内部で接点が機械式に開閉されるので接
点が機械式に非接続の状態になる。第１機械式リレーの内部で接点が機械式に開放される
状態になることによってインバータに対する駆動信号が確実に変更され、駆動されていた
インバータが確実に停止される。
【０００８】
　また、第１観点のインバータ駆動装置においては、第１機械式リレーは、駆動回路のイ
ンバータ駆動用電源に接続されている共通接点、駆動回路に接続されているブレーク接点
、及び異常信号送信回路に接続されているメーク接点を含むように構成されていることか
ら、素早く確実に異常検知が行えるとともに、第１機械式リレーが関わる異常検知以外の
異常検知をマイクロコンピュータが誤検知することを抑制することができる。
【０００９】
　本発明の第２観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置は、第１観点に係るインバー
タ駆動装置において、アクチュエータについての停止の要求を受けたときに開いて、駆動
回路のインバータ駆動用電源を遮断するように第１機械式リレーを動作させるための第１
接点をさらに備える、ものである。
【００１０】
　第２観点のインバータ駆動装置においては、第１接続ポートをさらに備えるので、アク
チュエータの駆動の停止の要求を出力させたい機器を第１接続ポートに接続して、通常は
第１接続ポートをその機器で閉じるとともに異常が検出されたときに第１接続ポートをそ
の機器で開いて駆動回路のインバータ駆動用電源を遮断するように第１機械式リレーを動
作させることができる。
【００１１】
　本発明の第３観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置は、第２観点に係るインバー
タ駆動装置において、第１接続ポートに接続され、アクチュエータについての停止の要求
を受ける第２機械式リレーと、第１機械式リレー及び第２機械式リレーがそれぞれ取り付
けられている別体の第１基板及び第２基板とをさらに備える、ものである。
【００１２】
　第３観点のインバータ駆動装置においては、第１機械式リレーが第１基板に取り付けら
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れ、第１基板とは別体の第２基板に第２機械式リレーが取り付けられるので、第２基板を
第１基板が設けられていない場所に設けることができ、アクチュエータの駆動の停止の要
求を出力させたい機器を接続し易い場所に設けて第２機械式リレーとその機器との接続が
容易に行える。例えば第１基板が閉鎖された場所に設けられている場合に第２基板を開放
可能な場所に設けて第２機械式リレーとその機器との接続が容易に行える。
【００１３】
　本発明の第４観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置は、第２観点又は第３観点に
係るインバータ駆動装置において、第１接続ポート及び第１機械式リレーに直列に接続さ
れ、緊急停止時に開放される緊急停止回路が接続される第２接続ポートをさらに備える、
ものである。
【００１４】
　第４観点のインバータ駆動装置においては、第２接続ポートが第１接続ポート及び第１
機械式リレーに直列に接続されているので第１接続ポートが開放されなくても第１接続ポ
ート及び第１機械式リレーを含む線路を第２接続ポートで開放することができ、緊急停止
回路によって第１機械式リレーがインバータに対する駆動信号を確実に変更し、駆動され
ていたインバータを確実に停止させることができる。
【００１５】
　本発明の第５観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置は、第１観点から第４観点の
いずれかに係るインバータ駆動装置において、アクチュエータは、圧縮機であり、第１機
械式リレーは、圧縮機の高圧異常が検知されて圧縮機の駆動の停止が要求されたときに駆
動回路のインバータ駆動用電源を遮断する、ものである。
【００１６】
　第５観点のインバータ駆動装置においては、圧縮機の高圧異常が検知されたときに、圧
縮機を駆動していたインバータが確実に停止される。
【００１７】
　本発明の第６観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置は、第１観点から第５観点の
いずれかに係るインバータ駆動装置において、マイクロコンピュータは、インバータ駆動
装置の電源投入時に第１機械式リレーが遮断状態から駆動回路のインバータ駆動用電源を
接続するまで駆動回路にアクチュエータを動作させる制御がなされないようにマスク処理
を行なう、ものである。
【００１８】
　第６観点のインバータ駆動装置においては、インバータ駆動装置の電源投入時にマイク
ロコンピュータでマスク処理が行なわれるので、マイクロコンピュータが早く動作状態に
なっても第１機械式リレーよる駆動回路の遮断が解除されないままにマイクロコンピュー
タが駆動回路から駆動信号を出力させようとする不具合を回避することができる。
【００１９】
　本発明の第７観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置は、第１観点から第６観点の
いずれかに係るインバータ駆動装置において、マイクロコンピュータは、アクチュエータ
の駆動の停止が要求されたときに駆動回路にインバータを停止するように駆動信号を出力
させる制御を行なう、ものである。
【００２０】
　第７観点のインバータ駆動装置においては、第１機械式リレーだけでインバータを停止
させる場合よりも早くマイクロコンピュータによってインバータを停止させられる場合が
あり、そのような場合にはさらにアクチュエータの異常時の停止までの時間を短縮するこ
とができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の第１観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、空気調和機の異常が検
知されてアクチュエータの駆動の停止が要求されたときに、インバータの駆動が確実に停
止でき、アクチュエータの駆動停止の確実性が向上する。
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【００２２】
　また、本発明の第１観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、素早く確実に駆
動回路のインバータ駆動用電源の停止と異常検知が行えるインバータ駆動装置を安価に提
供できる。
【００２３】
　本発明の第２観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、空気調和機の異常を検
知してアクチュエータの駆動の停止を要求する機器を、第１接続ポートを使って容易に接
続することができる。
【００２４】
　本発明の第３観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、空気調和機の異常が検
知されたときにアクチュエータの駆動の停止を要求する機器と第１機械式リレーとの接続
が第１接続ポートと第２機械式リレーを介することによって容易になる。
【００２５】
　本発明の第４観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、第１機械式リレーと緊
急停止回路とを使ってインバータの駆動が確実に停止でき、緊急停止回路によるアクチュ
エータの駆動停止の確実性が向上する。
【００２６】
　本発明の第５観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、第１機械式リレーによ
って確実に圧縮機を停止させることができる。
【００２７】
　本発明の第６観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、動作の遅い第１機械式
リレーを使うことによる空気調和機の起動時の不具合の発生が防止される。
【００２８】
　本発明の第７観点に係る空気調和機のインバータ駆動装置では、アクチュエータの保護
を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】一実施形態に係るインバータ駆動装置が適用される空気調和機の構成の概要を示
す回路図。
【図２】室外制御部と圧縮機との接続関係を示す回路図。
【図３】（ａ）商用電源の有無を示すタイミングチャート、（ｂ）インバータ駆動用の電
圧Ｖ１の変化を示すタイミングチャート、（ｃ）制御基板電源の電圧の変化を示すタイミ
ングチャート、（ｄ）インバータ制御用電源の電圧の変化を示すタイミングチャート、（
ｅ）ＰＷＭ信号が停止されるタイミングを説明するためのタイミングチャート、（ｆ）高
圧異常検知部が出力する高圧異常信号の変化を示すタイミングチャート、（ｇ）第２機械
式リレーの開閉動作を示すタイミングチャート、（ｈ）第１機械式リレーＲＹ１の切換動
作を示すタイミングチャート、（ｉ）ＰＷＭ駆動回路に印加されているインバータ駆動用
電源の電圧の変化を示すタイミングチャート、（ｊ）ＰＷＭ駆動回路のゲート信号が停止
されるタイミングを説明するためのタイミングチャート、（ｋ）圧縮機の運転と停止のタ
イミングを説明するためのタイミングチャート、（ｌ）高圧異常検知信号が異常信号送信
回路から送信されるタイミングを示すタイミングチャート、（ｍ）ＣＰＵがＰＷＭ駆動回
路に対する制御を行わないマスク処理を行う期間を示すタイミングチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の一実施形態に係る空気調和機を動作させるアクチュエータのインバータ
を駆動するインバータ駆動装置として、空気調和機の圧縮機のインバータを駆動するイン
バータ駆動装置を例に挙げて説明する。まず、インバータ駆動装置が適用される空気調和
機の構成について簡単に説明する。
【００３１】
　（１）空気調和機の構成の概要
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　図１は、空気調和機１０の構成の概要を示す回路図である。図１においては、各装置を
繋ぐ実線が冷媒配管を示しており、各装置を繋ぐ破線が伝送線路を示している。図１に示
されている冷媒回路１４を構成するために、例えば、室内機２０には、室内熱交換器２１
が設けられ、室外機３０には、圧縮機３１、四路切換弁３２、室外熱交換器３３、電動弁
３４及びアキュムレータ３５が設けられ、室内機２０と室外機３０とが連絡配管１２によ
って接続されている。この冷媒回路１４の中を冷媒が循環する。
【００３２】
　ここで、冷媒回路１４の回路構成について簡単に説明する。圧縮機３１の吐出側には四
路切換弁３２の第１ポートが接続されている。四路切換弁３２の第２ポートには室外熱交
換器３３の一方の出入口が接続され、第３ポートにはアキュムレータ３５が接続され、第
４ポートには冷媒連絡配管１２ｂが接続されている。冷房時には、四路切換弁３２におい
て、実線で示されているように、第１ポートと第２ポートが接続されるとともに、第３ポ
ートと第４ポートが接続される。一方、暖房時には、四路切換弁３２において、破線で示
されているように、第１ポートと第４ポートが接続されるとともに、第２ポートと第３ポ
ートが接続される。室外熱交換器３３の他方の出入口は、電動弁３４と冷媒連絡配管１２
ａとを介して室内熱交換器２１の一方の出入口に接続されている。室内熱交換器２１の他
方の出入口は、冷媒連絡配管１２ｂを介して四路切換弁３２の第４ポートに接続されてい
る。また、圧縮機３１の吸入側は、アキュムレータ３５を介して四路切換弁３２の第３ポ
ートに接続されている。
【００３３】
　また、室内機２０及び室外機３０は、室内制御部５０及び室外制御部６０によって制御
されている。室内制御部５０と室外制御部６０とは、通信線１２ｃを介して互いに接続さ
れて互いにデータの送受信を行っている。室内制御部５０と室外制御部６０とは、それぞ
れＣＰＵ（中央演算処理装置）、メモリ及び周辺回路を含んで構成されている。
【００３４】
　室内機２０の室内制御部５０及び室外機３０の室外制御部６０には、種々のセンサが接
続されている。種々のセンサには、各部の温度を測定するための温度センサ４０、圧縮機
３１に吐出される冷媒の高圧異常を検知する高圧異常検知部４１、及び圧縮機３１から吸
入される冷媒の圧力を測定するための圧力センサ４２などが含まれる。高圧異常検知部４
１は例えば高圧圧力センサで構成される。
【００３５】
　また、室内機２０においては、室内ファン２２のインバータモータ７０が室内制御部５
０に接続されている。室外機３０においては、圧縮機３１のインバータモータ８０、四路
切換弁３２、電動弁３４及び室外ファン３７のインバータモータ９０が室外制御部６０に
接続されている。この室内制御部５０により、インバータモータ７０の回転数や運転・停
止が制御される。また、この室外制御部６０により、圧縮機３１のインバータモータ８０
及び室外ファン３７のインバータモータ９０のモータ速度並びにそれらの運転・停止が制
御され、四路切換弁３２の切換えが制御され、電動弁３４の開度が制御される。
【００３６】
　（２）インバータ駆動装置の構成
　上述のインバータモータ７０，８０，９０及びそれらを含む室内ファン２２、圧縮機３
１及び室外ファン３７は、空気調和機１０を動作させるアクチュエータである。ここでは
、圧縮機３１とインバータモータ８０を例に挙げて、空気調和機１０に設けられているア
クチュエータとそのアクチュエータに交流電圧を供給するためのインバータを駆動するイ
ンバータ駆動装置について説明する。
【００３７】
　図２は、室外制御部６０と圧縮機３１との接続関係を示す回路図である。なお、図２に
示されている回路図には、室外機３０が運転中であってかつ異常が検知されていないとき
の状態が示している。
【００３８】
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　室外制御部６０は、インバータ基板ＰＣＢ１と制御基板ＰＣＢ２とを含んでいる。
【００３９】
　インバータ基板ＰＣＢ１の上には、インバータ６１と、インバータ６１を駆動するイン
バータ駆動装置６２とが実装されている。インバータ６１が圧縮機３１に接続されており
、圧縮機３１にはインバータ６１から交流電圧が供給される。インバータ６１は、後述す
るフィルタ回路６９から出力される直流電圧をＰＷＭ(Pulse Width Modulation)制御によ
って交流電圧に変換する。
【００４０】
　インバータ駆動装置６２は、整流回路６８とフィルタ回路６９を備えている。整流回路
６８は、商用電源ＰＳ１に接続されている。整流回路６８は、商用電源ＰＳ１から供給さ
れる交流電圧を直流電圧に整流する。フィルタ回路６９は整流回路６８に接続されている
。フィルタ回路６９は、リアクタＬ１とコンデンサＣ１を含んでおり、リアクタＬ１のイ
ンダクタンスで高調波電流を抑制したり、コンデンサＣ１の容量によって整流回路６８か
ら出力される直流電圧のリップル成分を平滑化したりするなどのノイズのフィルタリング
を行う。インバータ６１はフィルタ回路６９に接続されている。
【００４１】
　インバータ駆動装置６２は、インバータ６１に対してＰＷＭ制御を行っている。ＰＷＭ
制御のために、インバータ駆動装置６２は、ＰＷＭ駆動回路６５を備えている。ＰＷＭ駆
動回路６５は、インバータ６１にゲート信号ＧＳを送信するインバータ６１の駆動回路で
ある。このゲート信号ＧＳは、インバータ６１を駆動するための駆動信号である。
【００４２】
　インバータ駆動装置６２には、ＰＷＭ駆動回路６５を駆動するためのインバータ駆動用
電源ＰＳ２から電圧Ｖ１（例えばＤＣ１５Ｖ）が供給されている。また、インバータ駆動
装置６２は、ＰＷＭ駆動回路６５からインバータ駆動用電源ＰＳ２を切断するための第１
機械式リレーＲＹ１を備えている。第１機械式リレーＲＹ１の共通接点ＣＰ１がインバー
タ駆動用電源ＰＳ２に接続され、第１機械式リレーＲＹ１のブレーク接点ＣＰ２（図３（
ｈ）にはＡ接点記す。）にはＰＷＭ駆動回路６５が接続され、第１機械式リレーＲＹ１の
メーク接点ＣＰ３（図３（ｈ）にはＢ接点記す。）には後述する異常信号送信回路６６が
接続されている。
【００４３】
　インバータ駆動装置６２は、ＣＰＵ（中央演算装置）６３と異常信号送信回路６６と緊
急停止情報検知回路６７を備え、ＣＰＵ６３にはインバータ制御用電源ＰＳ３からインバ
ータ制御用電圧Ｖ２（例えばＤＣ１５Ｖ）が供給されている。ＣＰＵ６３は、ＰＷＭ駆動
回路６５がゲート信号ＧＳを生成するのに必要な情報を与えるＰＷＭ信号ＰＷＭＳをＰＷ
Ｍ駆動回路６５に送信する。異常信号送信回路６６は、メーク接点ＣＰ３がオンして異常
信号送信回路６６にインバータ駆動用電源ＰＳ２から電圧Ｖ１が印加されると、ＣＰＵ６
３に対して高圧異常検知信号ＨＰＳＳを送信する。高圧異常検知信号ＨＰＳＳを受信した
ＣＰＵ６３は、ＰＷＭ駆動回路６５を停止させる。また、緊急停止情報検知回路６７は、
インバータ駆動装置６２の外部から与えられる緊急停止を指示する情報を検知する。緊急
停止情報検知回路６７は、緊急停止を指示する情報を検知すると、ＣＰＵ６３に対して緊
急停止信号ＥＳＳを送信する。緊急停止信号ＥＳＳを受信したＣＰＵ６３は、ＰＷＭ駆動
回路６５を停止させる。インバータ制御用電源ＰＳ３は、インバータ駆動用電源ＰＳ２と
独立にインバータ基板ＰＣＢ１に供給されており、インバータ駆動用電源ＰＳ２が第１機
械式リレーＲＹ１によって遮断されてもインバータ制御用電源ＰＳ３がＣＰＵ６３に供給
される状態は保たれる。
【００４４】
　インバータ駆動装置６２は、互いに直列に接続された第１接続ポートＸ１Ａと第２接続
ポートＸ２Ａを備えている。第１接続ポートＸ１Ａと第２接続ポートＸ２Ａはブレーク接
点である。第１機械式リレーＲＹ１は、第１接続ポートＸ１Ａと第２接続ポートＸ２Ａを
介してインバータ駆動用電源ＰＳ２から電圧Ｖ１が印加されるコイルを有している。第１
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機械式リレーＲＹ１に電圧Ｖ１が印加されているときは、共通接点ＣＰ１とブレーク接点
ＣＰ２とが接続される。第１機械式リレーＲＹ１に電圧Ｖ１が印加されていないときは、
共通接点ＣＰ１とメーク接点ＣＰ３とが接続される。第２接続ポートＸ２Ａには緊急停止
回路１１０が接続されている。緊急停止回路１１０には例えばボタンスイッチ１１１が設
けられており、緊急停止が必要であるとユーザが判断したときにボタンスイッチ１１１を
押せるように構成されている。ボタンスイッチ１１１が押されると、ボタンスイッチ１１
１がオープンになり、第２接続ポートＸ２Ａもオープンになる。また、緊急停止回路１１
０は、ボタンスイッチ１１１が押されると、緊急停止情報検知回路６７に対して緊急停止
を指示する情報を送る。
【００４５】
　制御基板ＰＣＢ２には、制御基板電源ＰＳ４から電圧Ｖ３（例えばＤＣ１５Ｖ）が供給
されている。制御基板ＰＣＢ２には、第３接続ポートＸ３Ａと第２機械式リレーＲＹ２と
第４接続ポートＸ４Ａが実装されている。
【００４６】
　第２機械式リレーＲＹ２のコイルには第３接続ポートＸ３Ａを介して電圧Ｖ３が印加さ
れている。第２機械式リレーＲＹ２は、コイルに電流が流れている間は第２機械式リレー
ＲＹ２のブレーク接点が接続状態になる。第３接続ポートＸ３Ａは高圧異常検知部４１に
接続されている。第３接続ポートＸ３Ａに接続されている高圧異常検知部４１が高圧異常
を検知すると高圧異常検知部４１がオフし、第２機械式リレーＲＹ２のコイルに対する電
圧Ｖ３の供給が遮断される。
【００４７】
　第２機械式リレーＲＹ２のブレーク接点が第４接続ポートＸ４Ａに接続されるとともに
第４接続ポートＸ４Ａが第１接続ポートＸ１Ａに接続されている。第２機械式リレーＲＹ
２と第４接続ポートＸ４Ａと第１接続ポートＸ１Ａとの接続は、第２機械式リレーＲＹ２
がオープンになると第４接続ポートＸ４Ａがオープンになり、第４接続ポートＸ４Ａがオ
ープンになると第１接続ポートＸ１Ａもオープンになるような接続である。逆に言えば、
第２機械式リレーＲＹ２がクローズすることで第４接続ポートＸ４Ａも第１接続ポートＸ
１Ａもクローズする。
【００４８】
　（３）インバータ駆動装置の動作
　インバータ駆動装置６２の動作について、図３（ａ）、図３（ｂ）、図３（ｃ）を参照
しながら説明する。室外機３０を含む空気調和機１０は、時刻ｔ１の時点までは商用電源
ＰＳ１がオフしているため制御基板ＰＣＢ２、インバータ基板ＰＣＢ１に電源が供給され
ず、運転が停止され、インバータ駆動用電源ＰＳ２の電圧Ｖ１、インバータ制御用電源Ｐ
Ｓ３のインバータ制御用電圧Ｖ２及び制御基板電源ＰＳ４の電圧Ｖ３が全て０Ｖになって
いる。そのため、時刻ｔ１の時点までは、ＣＰＵ６３、ＰＷＭ駆動回路６５、異常信号送
信回路６６及び緊急停止情報検知回路６７は動作しない。また、時刻ｔ１の時点までは、
第１機械式リレーＲＹ１の共通接点ＣＰ１とメーク接点ＣＰ３が接続され、第２機械式リ
レーＲＹ２がオープン状態になっている。
【００４９】
　時刻ｔ１で、商用電源ＰＳ１がオンされ、インバータ駆動用電源ＰＳ２、インバータ制
御用電源ＰＳ３及び制御基板電源ＰＳ４がオンされて電圧Ｖ１，Ｖ３が１５Ｖ、Ｖ２が５
Ｖになると、ＣＰＵ６３にインバータ制御用電圧Ｖ２が印加されるとともに第２機械式リ
レーＲＹ２に電圧Ｖ３が印加される。第２機械式リレーＲＹ２に電圧Ｖ３が印加されるに
は高圧異常検知部４１が正常であることを示す信号を送ってくる状態つまりオン状態にな
る必要があるため、電源オンのタイミングから少し遅れて第２機械式リレーＲＹ２に電圧
Ｖ３が印加される場合がある。第２機械式リレーＲＹ２がオープンしてから第１機械式リ
レーＲＹ１がメーク接点ＣＰ３からブレーク接点ＣＰ２に切り換わるまでには、第１機械
式リレーＲＹ１の接点接続の切換に必要な時間だけ応答遅れが生じる。従って、インバー
タ駆動用電源ＰＳ２の電圧Ｖ１がインバータ基板ＰＣＢ１に供給されてから図３（ｉ）に
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示されているようにＰＷＭ駆動回路６５に電圧Ｖ１が印加されるまでには少しの遅れが生
じる。
【００５０】
　第１機械式リレーＲＹ１のように機械的な動作が必要なデバイスに比べてＣＰＵ６３や
異常信号送信回路６６のように半導体で形成されているデバイスの方が一般的には立ち上
がり速度が速い。このようなＣＰＵ６３や異常信号送信回路６６が速く動作を始めると、
誤動作などの不具合が発生する可能性がある。例えば、第１機械式リレーＲＹ１の共通接
点ＣＰ１とメーク接点ＣＰ３が接続されている状態で異常信号送信回路６６が動作を開始
すると、異常信号送信回路６６から高圧異常検知信号ＨＰＳＳが送信されてしまう可能性
がある。また、第１機械式リレーＲＹ１の共通接点ＣＰ１とメーク接点ＣＰ３が接続され
ている状態でＣＰＵ６３が動作を開始すると、ＰＷＭ駆動回路６５にインバータ駆動用電
源ＰＳ２から電圧Ｖ１が未だ印加されていないため、停止しているＰＷＭ駆動回路６５に
対してＣＰＵ６３がＰＷＭ信号ＰＷＭＳを出力してしまう可能性がある。このようにして
ＰＷＭ信号ＰＷＭＳが一部欠落すると、圧縮機３１のインバータモータ８０の駆動に支障
が生じる場合がある。あるいは制御基板ＰＣＢ２の制御基板電源ＰＳ４の電圧Ｖ３の立ち
上がりがインバータ制御用電圧Ｖ２に対して遅い場合、ＣＰＵ６３が動作を開始している
状態でも、制御基板ＰＣＢ２の第２機械式リレーＲＹ２がクローズせず、インバータ基板
ＰＣＢ１の第１接続ポートＸ１Ａがオープンとなり、高圧異常ではないにもかかわらず、
ＣＰＵ６３が高圧異常と誤検知する場合がある。
【００５１】
　そこで、ＣＰＵ６３は、インバータ制御用電源ＰＳ３からインバータ制御用電圧Ｖ２が
供給されてから予め定められている一定期間だけ制御を中止するマスク処理機能を備えて
いる。図３（ｍ）に示されているように時刻ｔ１から時刻ｔ２までの一定期間（ｔ２－ｔ
１）だけ制御を行わずに待機状態を維持する。
【００５２】
　インバータ制御用電源ＰＳ３からインバータ制御用電圧Ｖ２が印加されてからマスク処
理期間が経過した時刻ｔ２になったときには、常に図２に示されている状態になる。この
時刻ｔ２のタイミングでＣＰＵ６３からＰＷＭ駆動回路６５にＰＷＭ信号ＰＷＭＳが送信
されるとＰＷＭ駆動回路６５からゲート信号ＧＳがインバータ６１に対して送信される。
そして、インバータ６１から圧縮機３１のインバータモータ８０に交流電圧が供給されて
圧縮機３１の運転が開始される。
【００５３】
　圧縮機３１の運転が開始されてから高圧異常が高圧異常検知部４１で検知された高圧異
常に起因して圧縮機３１が停止する場合には、インバータ駆動用電源ＰＳ２の電圧Ｖ１が
第１機械式リレーＲＹ１により遮断されて圧縮機３１が停止する場合とＣＰＵ６３のＰＷ
Ｍ信号ＰＷＭＳの送信が停止されることにより圧縮機３１が停止する場合の２通りの場合
がある。
【００５４】
　（３－１）第１機械式リレーＲＹ１により圧縮機３１が停止する場合
　時刻ｔ３に高圧異常信号ＨＰＳが高圧異常検知部４１から送信されてから圧縮機３１の
運転が停止されるまでの動作は第１機械式リレーＲＹ１により圧縮機３１が停止するとき
の動作である。このとき、時刻ｔ４に第２機械式リレーＲＹ２がオープンになり、それか
ら少し遅延した時刻ｔ５に、第１機械式リレーＲＹ１は、ブレーク接点ＣＰ２（Ａ接点）
からメーク接点ＣＰ３（Ｂ接点）に切り換わる。その第１機械式リレーＲＹ１の切換動作
と同時にインバータ駆動用電源ＰＳ２の電圧Ｖ１が０Ｖになる。その結果、図３（ｊ）に
示されているようにＰＷＭ駆動回路６５のゲート信号ＧＳの送信が停止され、図３（ｋ）
に示されているように圧縮機３１の運転が停止される。なお、時刻ｔ６にはＣＰＵ６３か
らＰＷＭ駆動回路６５へのＰＷＭ信号ＰＷＭＳの送信が停止されるが、このときには既に
ＰＷＭ駆動回路６５がオフしているのでＰＷＭ信号ＰＷＭＳの送信の停止は圧縮機３１の
運転の停止に影響を及ぼさない。
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【００５５】
　また、時刻ｔ６に少し遅れて高圧異常が解消され、高圧異常検知部４１からの高圧異常
信号ＨＰＳが解除される。図３（ｇ）に示されているように、高圧異常信号ＨＰＳの解除
に少し遅れて第２機械式リレーＲＹ２がクローズする。第２機械式リレーＲＹ２がクロー
ズすることによって、第４接続ポートＸ４Ａと第１接続ポートＸ１Ａがクローズして第１
機械式リレーＲＹ１がＢ接点からＡ接点に切り換わる。その結果、ＰＷＭ駆動回路６５に
電圧Ｖ１が印加されて、ＰＷＭ駆動回路６５からのゲート信号ＧＳの出力が可能になる。
ここでは、高圧異常信号ＨＰＳの解除からＰＷＭ駆動回路６５に電圧Ｖ１が印加されるま
での遅延時間を考慮して異常信号送信回路６６からＣＰＵ６３がマスク処理を行い、ＣＰ
Ｕ６３は、異常信号送信回路６６からの異常信号の出力が停止してから少し遅れて時刻ｔ
８からＣＰＵ６３のＰＷＭ駆動回路６５へのＰＷＭ信号ＰＷＭＳの送信を開始する。その
結果、ＰＷＭ駆動回路６５のゲート信号ＧＳの送信が開始され、インバータ６１による交
流電圧の印加と圧縮機３１の運転が再開される。
【００５６】
　（３－２）ＣＰＵ６３により圧縮機３１が停止する場合
　時刻ｔ１０に高圧異常信号ＨＰＳが高圧異常検知部４１から送信されてから圧縮機３１
の運転が停止されるまでの動作はＣＰＵ６３により圧縮機３１が停止するときの動作であ
る。このとき、時刻ｔ１１に第２機械式リレーＲＹ２がオープンになり、それから少し遅
延した時刻ｔ１２に、第１機械式リレーＲＹ１は、ブレーク接点ＣＰ２（Ａ接点）からメ
ーク接点ＣＰ３（Ｂ接点）に切り換わる。その第１機械式リレーＲＹ１の切換動作によっ
て、図３（ｌ）に示されているように異常信号送信回路６６から高圧異常検知信号ＨＰＳ
ＳがＣＰＵ６３に送信される。その結果、図３（ｅ）に示されているようにＣＰＵ６３か
らのＰＷＭ信号ＰＷＭＳの送信が停止されることによって図３（ｊ）に示されているよう
にＰＷＭ駆動回路６５のゲート信号ＧＳの送信が停止され、図３（ｋ）に示されているよ
うに圧縮機３１の運転が停止される。なお、時刻ｔ１４には第１機械式リレーＲＹ１によ
りＰＷＭ駆動回路６５へのインバータ駆動用電源ＰＳ２の電圧Ｖ１が遮断されるが、この
ときには既にＰＷＭ駆動回路６５へのＰＷＭ信号ＰＷＭＳの送信が停止されているので第
１機械式リレーＲＹ１による電圧Ｖ１の遮断は圧縮機３１の運転の停止に影響を及ぼさな
い。
【００５７】
　また、時刻ｔ１３に少し遅れて高圧異常が解消され、高圧異常検知部４１からの高圧異
常信号ＨＰＳが解除される。図３（ｇ）に示されているように、高圧異常信号ＨＰＳの解
除に少し遅れて第２機械式リレーＲＹ２がクローズする。第２機械式リレーＲＹ２がクロ
ーズすることによって、第４接続ポートＸ４Ａと第１接続ポートＸ１Ａがクローズして第
１機械式リレーＲＹ１がＢ接点からＡ接点に切り換わる。その結果、ＰＷＭ駆動回路６５
に電圧Ｖ１が印加されて、ＰＷＭ駆動回路６５からのゲート信号ＧＳの出力が可能になる
。ここでは、高圧異常信号ＨＰＳの解除からＰＷＭ駆動回路６５に電圧Ｖ１が印加される
までの遅延時間を考慮して異常信号送信回路６６からＣＰＵ６３がマスク処理を行い、Ｃ
ＰＵ６３は、異常信号送信回路６６からの異常信号の出力が停止してから少し遅れて時刻
ｔ１５からＣＰＵ６３のＰＷＭ駆動回路６５へのＰＷＭ信号ＰＷＭＳの送信を開始する。
その結果、ＰＷＭ駆動回路６５のゲート信号ＧＳの送信が開始され、インバータ６１によ
る交流電圧の印加と圧縮機３１の運転が再開される。
【００５８】
　最後に時刻ｔ１６で商用電源ＰＳ１をオフすると制御基板ＰＣＢ２、インバータ基板Ｐ
ＣＢ１に電源が供給されず、インバータ駆動用電源ＰＳ２の電圧Ｖ１、インバータ制御用
電源ＰＳ３のインバータ制御用電圧Ｖ２及び制御基板電源ＰＳ４の電圧Ｖ３が全て０Ｖに
なっている。また第１機械式リレーＲＹ１はブレーク接点ＣＰ２（Ａ接点）からメーク接
点ＣＰ３（Ｂ接点）に切り換わり、第２機械式リレーＲＹ２はオープン状態になる。
【００５９】
　（４）特徴
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　（４－１）
　以上説明したように、空気調和機１０で高圧異常検知部４１において高圧異常が検出さ
れて圧縮機３１の駆動の停止が要求されたときに第１機械式リレーＲＹ１によってＰＷＭ
駆動回路６５のインバータ駆動用電源ＰＳ２が遮断される。インバータモータ８０やイン
バータモータ８０を内蔵した圧縮機３１がアクチュエータである。このようにインバータ
駆動用電源ＰＳ２が遮断されて、第１機械式リレーＲＹ１の内部で接点が機械式に開閉さ
れるので接点が機械式に非接続の状態になる。第１機械式リレーＲＹ１の内部で接点が機
械式に開放される状態になることによってインバータ６１に対する駆動信号が確実に変更
され、駆動されていたインバータ６１が確実に停止される。空気調和機１０の異常が検知
されて圧縮機３１のインバータモータ８０の駆動の停止が要求されたときに、インバータ
６１の駆動が確実に停止でき、圧縮機３１の駆動停止の確実性が向上する。また、例えば
、断線などによって第１機械式リレーＲＹ１が動作しないなどの不具合が生じても、第１
機械式リレーＲＹ１がメーク接点ＣＰ３に共通接点ＣＰ１が接続された状態を維持するの
で安全性が保たれる。
【００６０】
　なお、上記実施形態では、圧縮機３１のインバータモータ８０を例に挙げて説明したが
室内ファン２２のインバータモータ７０や室外ファン３７のインバータモータ９０につい
ても本願発明を適用することができ、そのような場合でも同様の効果を奏する。
【００６１】
　（４－２）
　第１機械式リレーＲＹ１は、ＰＷＭ駆動回路６５のインバータ駆動用電源ＰＳ２に接続
されている共通接点ＣＰ１、ＰＷＭ駆動回路６５に接続されているブレーク接点ＣＰ２、
及び異常信号送信回路６６に接続されているメーク接点ＣＰ３を含むように構成されてい
る。このように構成されていることから、第１機械式リレーＲＹ１の一つの動作でＰＷＭ
駆動回路６５からのインバータ駆動用電源ＰＳ２の切り離しと異常信号送信回路６６への
電圧Ｖ１の印加による異常の通知を一緒に行うことができるので、素早く確実に異常検知
が行えるとともに、第１機械式リレーＲＹ１が関わる異常検知以外の異常検知をＣＰＵ６
３（マイクロコンピュータの一例）が誤検知することを抑制することができる。上述のよ
うな構成によって、素早く確実にＰＷＭ駆動回路６５のインバータ駆動用電源ＰＳ２の停
止と異常検知が行えるインバータ駆動装置６２を安価に提供できる。
【００６２】
　（４－３）
　アクチュエータの駆動の停止の要求を出力させたい機器として、圧縮機３１のインバー
タモータ８０の駆動の停止の要求を出力可能な高圧異常検知部４１が制御基板ＰＣＢ２を
介して第１接続ポートＸ１Ａに接続されている。通常は第１接続ポートＸ１Ａが高圧異常
検知部４１で閉じられるとともに異常が検出されたときに第１接続ポートＸ１Ａが高圧異
常検知部４１で開かれてオープン状態にされ、ＰＷＭ駆動回路６５のインバータ駆動用電
源ＰＳ２が遮断されるように第１機械式リレーＲＹ１が動作することができる。このよう
に空気調和機１０の異常を検知してアクチュエータの駆動の停止を要求する高圧異常検知
部４１のような機器を、第１接続ポートＸ１Ａを使って容易に接続することができる。
【００６３】
　（４－４）
　第１機械式リレーＲＹ１がインバータ基板ＰＣＢ１に取り付けられている。このインバ
ータ基板ＰＣＢ１が第１基板である。インバータ基板ＰＣＢ１とは別体の制御基板ＰＣＢ
２に第２機械式リレーＲＹ２が取り付けられている。この制御基板ＰＣＢ２が第２基板で
ある。このような構成を持つことから、制御基板ＰＣＢ２をインバータ基板ＰＣＢ１が設
けられていない場所に設けることができる。例えば、空気調和機１０のメンテナンスや設
定が行ない易いよう、室外機３０の前面側に制御基板ＰＣＢ２を配置し、室外機３０の背
面側にインバータ基板ＰＣＢ１を配置することができる。また、制御基板ＰＣＢ２よりも
インバータ基板ＰＣＢ１に高い電圧が供給されることから、メンテナンスや設定の作業中
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に作業者がインバータ基板ＰＣＢ１に触れないように仕切板（図示せず）で制御基板ＰＣ
Ｂ２とインバータ基板ＰＣＢ１を仕切ることができる。つまり、第１基板が閉鎖された場
所に設けられている場合に第２基板を開放可能な場所に設けて第２機械式リレーＲＹ２と
高圧異常検知部４１との接続が容易に行えるように構成することができる。
【００６４】
　このようにアクチュエータの駆動の停止の要求を出力させたい機器である高圧異常検知
部４１を接続し易い場所に設けると、例えば圧縮機３１が機械室の前面側に配置されてい
るときは制御基板ＰＣＢ２を前面側に配置すると、第２機械式リレーＲＹ２と高圧異常検
知部４１との接続が容易に行える。このように空気調和機１０の異常が検知されたときに
アクチュエータの駆動の停止を要求する機器である高圧異常検知部４１と第１機械式リレ
ーＲＹ１との接続が第１接続ポートＸ１Ａと第２機械式リレーＲＹ２を介することによっ
て容易になっている。
【００６５】
　（４－５）
　第２接続ポートＸ２Ａが第１接続ポートＸ１Ａ及び第１機械式リレーＲＹ１に直列に接
続されている。このような構成により、第１接続ポートＸ１Ａが開放されなくても第１接
続ポートＸ１Ａ及び第１機械式リレーＲＹ１を含む線路を第２接続ポートＸ２Ａで開放す
ることができ、緊急停止回路１１０によって第１機械式リレーＲＹ１がインバータ６１に
対するゲート信号ＧＳを確実に変更し、駆動されていたインバータを確実に停止させるこ
とができる。その結果、緊急停止回路１１０による圧縮機３１のインバータモータ８０の
駆動停止の確実性が向上する。なお、このゲート信号ＧＳが、駆動回路からインバータに
出力される駆動信号である。
【００６６】
　（４－６）
　インバータ駆動装置６２の電源投入時にＣＰＵ６３でマスク処理が行なわれるので、Ｃ
ＰＵ６３が早く動作状態になっても第１機械式リレーＲＹ１によるＰＷＭ駆動回路６５の
遮断が解除されないままにＣＰＵ６３がＰＷＭ駆動回路６５からゲート信号ＧＳを出力さ
せようとする不具合を回避することができる。その結果、動作の遅い第１機械式リレーＲ
Ｙ１を使うことによる空気調和機１０の起動時の不具合の発生が防止される。
【００６７】
　（４－７）
　図３（ｃ）～図３（ｍ）を用いて説明した時刻ｔ１０以降の動作のように、第１機械式
リレーＲＹ１だけでインバータ６１を停止させる場合よりも早くＣＰＵ６３によってイン
バータ６１を停止させられる場合があり、そのような場合にはさらに圧縮機３１のインバ
ータモータ８０の異常時の停止までの時間を短縮することができる。その結果、圧縮機３
１や圧縮機３１のインバータモータ８０の保護を向上させることができる。
【００６８】
　（５）変形例
　（５－１）変形例１Ａ
　上記実施形態では、第１機械式リレーＲＹ１によってＰＷＭ駆動回路６５のインバータ
駆動用電源ＰＳ２が遮断される場合について説明したが、ＰＷＭ駆動回路６５とインバー
タ６１との間に第１機械式リレーＲＹ１を配置して、空気調和機１０で高圧異常検知部４
１において高圧異常が検出されてアクチュエータである圧縮機３１のインバータモータ８
０の駆動の停止が要求されたときに、駆動信号であるゲート信号ＧＳを遮断可能に構成し
てもよい。その場合、例えば、ＰＷＭ駆動回路６５からインバータ６１に対して６本の信
号線が接続されているとすると、１本の信号線を１つの第１機械式リレーＲＹ１で切断し
、他の５本の信号線を５台の機械式リレーで切断すればよい。なお、駆動信号であるゲー
ト信号ＧＳを遮断可能に構成するときは、インバータ駆動用電源ＰＳ２とインバータ制御
用電源ＰＳ３を共通化することもできる。
【００６９】
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　（５－２）変形例１Ｂ
　上記実施形態では、商用電源ＰＳ１が３相交流である場合について説明したが、商用電
源は３相交流に限られるものではない。例えば、商用電源は２相交流であってもよい。
【符号の説明】
【００７０】
　１０　空気調和機
　２２　室内ファン
　３７　室外ファン
　３１　圧縮機
　６１　インバータ
　６２　インバータ駆動装置
　６３　ＣＰＵ（マイクロコンピュータの例）
　６５　ＰＷＭ駆動回路（駆動回路の例）
　６６　異常信号送信回路
　７０，８０，９０　インバータモータ
　ＣＰ１　共通接点
　ＣＰ２　ブレーク接点
　ＣＰ３　メーク接点
　ＰＣＢ１　インバータ基板（第１基板の例）
　ＰＣＢ２　制御基板（第２基板の例）
　ＲＹ１　第１機械式リレー
　ＲＹ２　第２機械式リレー
　ＰＳ２　インバータ駆動用電源
　ＰＳ３　インバータ制御用電源
　Ｘ１Ａ　第１接続ポート
　Ｘ２Ａ　第２接続ポート
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７１】
【特許文献１】特開２００７－１０７７８１号公報
【特許文献２】特許第４１５１１８８号公報
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